




























































































こうして得 られた散乱データ演算子 とハ ミル トニアンとの交換関係を調べると,
lH,a33(k)]-0




R∞ [T(kl)㊥ T(k2)]- [T(k2)㊤ T(kl)]R∞
ただし















R; (k)=- .芹 α3j(k)a33-1(k)
と定義すれば,散乱データの代数(10)&用いて
Rl(kl)Rl(k2)--Rl(k2)Rl(kl)
R2(kl)R2(k2)-
k1-k2
kl- k2+ iK
R2(k2)Rl(kl)
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β=
γ=
IK
k1-k2十ik
kl-k2
kl-k2+ik
kl- k2- ik
k1- k2
(8)
(9)
qOE
(ll)
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Rl(kl)R2(k2)-
R2(kl)Rl(k2)-
kl- k2
k1- k2+i応
kl-k2
k1- k2+iK
R2(k2)Rl(kl)-
Rl(k2)R2(kl)-
1K
k1-k2+ ik
1K
k1- k2+ iK
Rl(k2)R2(kl)
R2(k2)Rl(k2)
を得る.
また,(9)の性質より,Rj+(k)Qま,ハミル トニアンの固有状態を生成する演算子であること
がわかる.真空10>を¢(x)10>によって導入すれば,状態
之1･･･乙n(kl･-kn)>-R:1(kl)･R;a(kn)(0>l¢･
はEの固有状態になる.実際,(9)をつかえば
H 10Ll･･in(kl･-kn)>-(,glkj2)岬 al･･in(kl･･kn)'
となる.
3日盟
(15)
こうして,Q.Ⅰ.S.M.によって,ハミル トニアンを対角化することができた.将来の発展
としては,
1. Quantum Gel'fandLevitan方程式を求め,有限温度の性質を議論すること.
2. 〃成分に拡張すること.
3. K<0にして,BoundStatesについて研究すること.
などがあげられる.
′ー′
(註1) (10)式で㊥はgradedspaceにおける直積を意味し,次のように定義される.
/'■l′
(A㊥B)左3-(-1)P(α)lp(P''P(a)]A｡,Bp∂
ただし,P(1)-0,P(2)-P(3)-1
(註2) ここではFermion-Bosonの系をあげたが,2種のFermion(Spinュ/2のモデルに対
′■′
応する)の場合も,同様に形式化できる.ただし,㊥ の定義でP(1)-P(2)-0, P(3)
-1とする必要がある｡
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